
観光客動態調査(AI Beacon)の報告について

商工観光課

１ 目的

琴浦町における観光客の動態や特徴等を調査分析し、戦略的かつ効果的に観光客の受

入環境整備や情報発信、周遊観光ルートの検討など今後の観光地域づくりの基礎資料と

するとともに、調査分析結果を関係者等と共有することを目的とする。

２ 調査概要

位置情報ビッグデータ等を利用して、琴浦町への来訪者の動態や特徴等について調査

分析を行った。

・調査期間 令和元年 12 月１日～令和２年 11 月末日のデータを分析

・対象地域 町内の観光主要スポット 30 地点

３ 調査結果の要点(詳細は別紙)

(１) 新型コロナウイルスの影響

１日の平均来訪数は以下のとおりで、緊急事態宣下では大幅な減少がみられたもの

の、その後は回復傾向にある。

・12 月～２月 24,175 人、４月～５月 16,422 人、６月～７月 21,602 人

(２) 琴浦町への来訪状況

期間中の延べ来訪数は、約 139 万。うち県外は約 70 万(50％)、県内約 36 万(26％)、

町内は約 33 万(24％)。最も多いのは道の駅琴の浦の約 63 万で、全体の約半数を占め

る。県外からは、島根県や広島県、次いで近畿圏からの来訪が多い。

(３) 琴浦町へのリピーター状況(※県外 70 万のうち)

県外のリピーターは、約 10 万で全体の 15.2％。河本家住宅や光の鏝絵は、リピー

トの割合が高く、道の駅や一向平キャンプ場は、10 回以上などリピート回数が多い。

(４) 琴浦町での回遊状況(※県外 70 万のうち)

２ヶ所以上の回遊数は、4.5 万で回遊率は 6.5％。最も多いのは道の駅同士の移動

で、２割を占める。３ヶ所以上の回遊はほぼ見られない。

(５) 道の駅の状況

同期間における従来の集計数は 233,579 人、AI Beacon での集計結果では 629,275

人で、実際には３倍に近い来訪数がある。

道の駅琴の浦では、観光案内所だけに寄って帰る方が 3.5 万(９％)おり、約 10 人

に１人は、物産館ことうらに寄っていない。

４ 調査結果で判明した課題

道の駅琴の浦には、多くの来訪があることが改めて明らかとなったが、県外からの来

訪者の 93.5％が町内へ周遊していないことも分かった。道の駅をゲートウェイとして機

能させ、町内へ呼び込むことは重点的に取り組むべき課題である。



















琴浦町経済循環調査報告会について

商工観光課

１ 調査概要

(１) 目的

飲食に関する地域外へ流出しているものを明らかにするため調査を行うもの。

調査結果に基づく対策を講じ、地域内での調達や消費へ繋げ、地域経済の循環を

促進する。

(２) 委託先

一般社団法人 持続可能な地域社会総合研究所(島根県益田市)

(３) 委託額

5,016 千円(財源：地域活性化センターからの補助 2,000 千円)

２ 調査項目

(１) 家計調査

各世帯の支出状況を集約し、地元消費の割合や品目別の消費額を明らかにする

もの。町内 50 世帯対象に３ヶ月間実施(７月～９月)

(２) 事業体調査

消費・流通・生産の３段階の取引状況をヒアリングし、域内での調達状況や所

得創出効果を明らかにするもの。

・一次調査 町内飲食店 31 店舗

・二次調査 流通事業体 22 店舗、生産者 16 名

３ 報告会等の開催

(１) 成果報告会

ア 日時 令和３年２月７日(日) 13 時 30 分～14 時 50 分

イ 場所 まなびタウンとうはく多目的ホール(主会場)

役場 分庁舎 ３階会議室(サテライト会場)同時中継

ウ 講演 「琴浦町の地域経済循環の現状～

家計調査と事業体調査から見えてきた課題と可能性」

エ 講師 一般社団法人 持続可能な地域社会総合研究所所長 藤山 浩

(２) 意見交換会(同日 15 時 10 分～16 時 30 分 ４階研修室)

ア 内容 「どう暮らしと経済につなぐ～琴浦町の『おいしい力』」

イ 参加者 調査関係者等(町民、飲食店、小売業、生産者、商工会、役場)

４ 参考(これまでの取組)

(１) 地域経済循環セミナー＆調査説明会(参加者 64 名)

ア 日時 令和２年６月５日(金) 14 時 00 分～15 時 30 分

イ 講演 「琴浦町でお金を回す仕組みをつくる～危機の時代の中で」

ウ 講師 一般社団法人 持続可能な地域社会総合研究所所長 藤山 浩



【お問い合わせ】  琴浦町役場 商工観光課   （０８５８）５２－１７１３
                 〒６８９－２３９２     琴浦町大字徳万５９１番地２ 厚生棟１階

令和３年２月７日（日）13：30～  (受付 13：00～)　                            　

主    会    場：まなびタウンとうはく　4階多目的ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（琴浦町大字徳万266番地5）

サテライト会場：琴浦町役場　分庁舎 ３階会議室 （同時中継）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 （琴浦町大字赤碕1140番地1）　　　　　　　　　　　

開会・挨拶 13:30～13:40
報 告 会 13:40～14:50
「琴浦町の地域経済循環の現状～家計調査と事
業体調査から見えてきた課題と可能性」
講師 藤山 浩（ふじやま こう）    さん
 （一般社団法人 持続可能な地域社会総合研究所 所長）

琴浦町経済循環調査　報告会

＊事前の申込みは不要、入場無料です。
＊コロナ対策のため、マスク着用でご参加ください。

　今年度進めてきた「家計調査」・「事業体調査」の成果を基に、琴浦
町での地産地消の実態を共有し、豊かな農畜漁業の生産力を暮らし
と経済に活かしていく具体策を考えて行きます。

未来に続く
循環型経済
を目指して

1,000円分食
べたら、いくら
町内所得が
増える！？



道の駅琴の浦の観光拠点化事業について

商工観光課

道の駅琴の浦については、町観光の拠点(ゲートウェイ)とするため、指定管理者

制度の導入とともに、施設の改修も行い、より魅力ある道の駅を目指したい。

施設の改修を行うに当たっての財源として、以下のとおり「地方創生拠点整備交

付金(令和２年度第３次補正予算)」に申請したので、報告するもの。

１ 施設整備計画の名称

道の駅「琴の浦」観光拠点化プロジェクト

２ 交付申請額

229,471千円(財源：交付金 1/2、一般補助施設整備等事業債 1/2)

３ 整備内容(別添に図面)

(１) 施設全体をオープンフロアに整備

施設内の壁を撤去、厨房、鮮魚・惣菜作業室、事務室等を移設し、来客者の導

線等を確保するほか、館内全面をオープンフロアへと変更することにより、開放

的で透明な空間を演出する。

(２) フードコートスペースを整備(拡張)

飲食スペースを拡張し、現状の約1.5倍となる100席のオープン型フードコート

として再整備する。

(３) テラス席の設置

施設の後面に、雄大な日本海が眺望できる絶好のロケーションを活用し、ガラ

ス張りのテラス席を設ける。

(４) 新型コロナウイルスへの対策

施設をオープンフロアにすることにより、密閉となっていた空間を解消すると

ともに、スペースの拡張に伴い十分な間隔がとれる席配置とし、密接への対策を

行うこととする。

４ スケジュール

・令和３年３月 関連予算の計上(補正予算、全額繰越し)

・ 〃 ４月 施設の設計

・ 〃 ９月 建設工事(工事期間は、物産館ことうらの営業を停止)

・令和４年 春 リニューアルオープン目標

５ その他

・交付決定額の内示 ３月上旬

・交付決定日 ３月下旬
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